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減災情報共有プラットフォームの減災情報共有プラットフォームの
開発開発

「危機管理対応情報共有技術による減災対策」
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１．背景と目的

• 被災時の時々刻々変化する状況の記述→情報の時空間記述
• 複数機関の情報共有と協調作業の実現→公開構造による記述
• 劣悪な環境下での迅速な情報処理 →効率的なデータ記述

• 個別の防災情報システム構築
• ＦＡＸ，メモ，壁新聞による情報共有

現状：

目的：

減災情報共有プラットフォームの開発

効果： • 応急，復旧対応の迅速化
• 被害拡大の防止
• 被災者支援・生活再建の迅速化

• 共通語による情報共有 －減災情報共有ﾌﾟﾛﾄｺﾙ（ＯＧＣ／ＷＦＳ）－
• 減災担い手の言語（システム）による情報共有 －自律分散－

課題：
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SysSys ＢＢ

Sys Sys ＣＣ

自機関のシステム自機関のシステム

共
通
語
（情
報
共
有
プ
ロ
ト
コ
ル
）

機関Ｂ

機関Ｃ

２．情報共有プラットフォーム（広義）

SysSys AA

機関A 各システムの大きな改造が各システムの大きな改造が
必要！必要！

プロトコル仕様が変更されプロトコル仕様が変更され
た場合も改造が必要！た場合も改造が必要！

プロトコルを共有するシステム群プロトコルを共有するシステム群 ⇒⇒ 情報共有プラットフォームの形成情報共有プラットフォームの形成
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SysSys ＢＢ

Sys Sys ＣＣ

共
通
語
（情
報
共
有
プ
ロ
ト
コ
ル
）

機関Ｂ

機関Ｃ

３．情報共有プラットフォーム（狭義）

SysSys AA

機関A

自機関のシステム自機関のシステム変
換
変
換

共通語との翻訳機をつくる共通語との翻訳機をつくる

具体的には、具体的には、
・データ構造の変換・データ構造の変換

今後、今後、
・用語・コードの変換（・用語・コードの変換（1:11:1））
・位置・高さの変換（・位置・高さの変換（人指示人指示））
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SysSys ＢＢ

Sys Sys ＣＣ

情報共有情報共有
ハブハブ

自機関のシステム自機関のシステム

ア
ダ
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ダ
プ
タ
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通
語
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ル
）

機関Ｂ

機関Ｃ

ハブハブ

４．翻訳機－情報共有ハブ－

SysSys AA

機関A

ハブハブ

指示入力

異種データ構造変換異種データ構造変換

時空間
DB

共通語共通語 自ｼｽﾃﾑ

ＲＤＢＲＤＢ 公開構造公開構造：変換テーブル（指示）

・情報収集
システム
（消防研）

・避難誘導
シミュレー
タ（安安P）

* *

*
*

・大大特
DyLUPAS

*

・DaRuMa
（産総研）

（H18）
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SysSys ＢＢ

Sys Sys ＣＣ

情報共有情報共有
ハブハブ

自機関のシステム自機関のシステム

ア
ダ
プ
タ
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ダ
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タ

共
通
語
（情
報
共
有
プ
ロ
ト
コ
ル
）

機関Ｂ

機関Ｃ

ハブハブ

５．ユーザシステムの補完・補助
－情報共有アプリケーション－

SysSys AA

機関A

ハブハブ

公
開
構
造
用

公
開
構
造
用

情報共有
アプリ
（プロト）

情報共有情報共有
アプリアプリ
（プロト）（プロト）

拡張拡張拡張

・ＦＡＸ・ＦＡＸ,,メモメモ,,等の入力支援等の入力支援

・マッピング・マッピング
・マルチスクリーン表示・マルチスクリーン表示
・入電テロップ・入電テロップ
・集計・報告・集計・報告 ※※DyLUPASDyLUPAS使用使用
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情報共有情報共有
ハブハブ

自システム自システム**
自
シ
ス
テ
ム
用

サ
ー
バ
用

公
開
構
造
用

S
Q
L

用

アダプタ

業務DB

（RDBMS）

情報共有情報共有
アプリアプリ

*）自治体向け民間製品（Ｈ１８）

（H18）

DBサーバ
（ＤａＲｕＭａ）

６．アダプタの品揃え
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共
通
語
（情
報
共
有
プ
ロ
ト
コ
ル
）

SysSys AA

Sys Sys BB

情報共有情報共有
ハブハブ

自システム自システム**
自
シ
ス
テ
ム
用

機関A

機関B

公
開
構
造
用

アダプタ

情報共有
アプリ

情報共有情報共有
アプリアプリ

自治体自治体

７．実証実験の構成

*）自治体向け民間製品

共用ＤＢ
（産総研
ＤａＲｕＭａ）

ハブハブ



5

防災科研ＥＤＭ川崎ラボラトリー 9

SysSys AA

Sys Sys BB
情報共有情報共有
ハブハブ

自システム自システム

自
シ
ス
テ
ム
用

自治体自治体

情
報
共
有
プ
ラ
ッ
ト
フ
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ー
ム
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バ
用

ハブハブ

機関A

機関B

機関C
Sys Sys CC

ハブハブ

公
開
構
造
用

S
Q
L

用

アダプタ

業務DB
（RDBMS）

情報共有
アプリ

情報共有情報共有
アプリアプリ

公開公開

公開サーバ
（DaRuMa）

８．Ｈ１８年度の完成イメージ
共用ＤＢ
（産総研
ＤａＲｕＭａ）

SysSys DD

機関D

各実験の知見を反映！各実験の知見を反映！

自律分散・協調自律分散・協調


